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序論

 日本を含むアジァ・モンスーン地帯の水田によ

る稲作農耕地帯では, 稲作に関連 した多 くの儀礼

や祭 りが, 農作業の区切 りあるいは天候や季節の

変わり目ごとに行われている乙)これらの儀礼や祭

りには頻繁に舞踊や芸能が演 じられており, 中に

はプロの芸術家ではなく農民自身が演 じるにもか

かわ らず, 芸術的に洗練された魅力的な芸態をも

っ もあも少な くない。

 しか し, これらの舞踊や芸能を対象とした運動

学的研究は少な く, その舞踊運動や舞踊構造につ
いての分析的 ・実証的研究が求められている。た

とえば, 日本舞踊や能など日本の古典舞踊の動作

が水田での作業動作との関わりが深いことは, こ

れまで森下2)や武智3)ら によって指摘されている

が, 稲作を生業としている人々が伝承する民俗舞

踊や芸能についての動作分析を中心とした研究は

少なく, いまだ実証には至 っていない。また, 日

本やアジアの水田農耕地帯では集団性が重ん じら

れムラの連帯が強いといわれており4), 舞踊や芸

能はコミュニケーションの媒介として重要な機能

を果た していると考えられる。したがって, 舞踊-

や芸能の表現 システムとコミュニケーションの関

係に視点をあてて, 芸態分析, 特に舞踊の構造か

らみた客観的な分析研究が必要であると考え られ

る。

太研究は, 田植時に農民によって水田で演 じら
はや し だり

れる中国地方の 「離子田」の独特な芸態に看 目し

た。本研究は, 芸態分析から 「嘩子田」の舞踊動

作の特性 と表現システムを明らかにし, その表現
システムを成立させるためのコミュニケーション・

システムにっいて考察を加えることを目的とする。

 曝子田を対象として選んだのは, (1)すでに文学

的 に高い評価が与えられている 「田唄」に加えて, 

太鼓の舞踊的動作にも変化に富んだ洗練された表

現を認めることができること, (2)大勢の人間を組

織化 して行われる芸能であるため, 芸能を媒介と

したコミュニケーションの知見が得やすいと考え

られること, などの理由からである。さらに加え

ていえば, 田植はかつて最 も辛い農作業でありな

がら5), 難子田によってむ しろ人々は田植に魅か

れていくという, 労働の苦 しさを楽 しさに転換 さ

せてしまう稲作社会で行われていた伝統的な方法

に筆者 らが関心を持 ったからでもある。

 本研究では, 文化人類学や民俗学の手法を参考

に現地調査を行い(表 ・図1), 現地で得 られた

芸能の記録や情報をもとに芸態分析 ・情報整理を

行 う方法をとった。

1 中国地方における難子田の伝承

 田植時に歌を歌 いなが ら太鼓やささらなどの楽

器を奏 して離す芸能 「離子田」は, 日本だけでな

く韓国やネパールなどにも伝承されている。6)日

本における唯子田の歴史は古 く, 平安時代に文献

上の記録を見 ることができる。 『栄花物語 』には, 

表 現地調査一覧

図1 調査地の位置

○:本 研究の対象地域

●:予 備 調査を行 った地域
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11世紀初頭京都周辺では腰に付けた 「でむがく」

と呼ばれる太鼓やささら・笛などを奏 し, 歌を歌

い, 舞踊的動作を伴いながら早乙女達の田植を離

していた様子が記されている。

 現在では, この芸能は中国地方にのみ伝承され

ている。中国地方では-般 に 「唾子田」または 「田

嘩子」と呼ばれているが, 大地主などが主催する

大規模なものは. 「花田植」または 「大田植」, 1
～2個 の太鼓で略式に行 うものは 「仕事田」, 代

かきを中心に牛馬の供養のために行うものは 「供

図2 岡崎家の花田植(広 島県高田郡八千代町土師 ・大正7, 8年 頃)

人 員 構 成(総 勢186～198名)

(1)苗代田 ・1反/(2)4反/(3)苗 代田 ・7畝
(4)8反2畝/(5)+(6)6反/(7)1反8畝
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養田」と呼ばれる。本研究ではこの芸能の総称と

して 「唯子田」を用い, 固有名詞については現地

での名称をそのまま用いることにした。

 中国地方における雌子田の起源は, 一説には中

世に湖る7)と いわれている。 しかし, 江戸時代中

期に書かれた歌本(田 唄の歌詞を書き留めたもの)

が, 現存する記録 としては最古のものである。図

2は, 唯子田が盛んであった大正7・8年 頃の広

島県高田郡八千代町土師の大地主 ・岡崎家の花田

植の記録8, を, 筆者が整理 したものである。これ

を見ると, 午後の門田での田植を中心に時間的 ・

空間的な配置を計算 し, 200人 近 くの人間を巧み

に組織 して2町 歩余 りの田植を1日 で終えている

ことがわかる。また, 岡崎家の花田植はこの地域

の住民にとって労働の場であるだけでなく, 豊作

を祈願する場であり, 娯楽や社交, 男女交際の場

でもあったことが当時の記録からうかがえる。

 明治 ・大正 と伝承されてきた唯子田は, 田植方

式の変化とともに昭和初期には次第に衰退に向か

った。戦後には農地改革によって大地主が没落 し, 

農作業の機械化 ・合理化に伴 って, 現在では保存

という形以外ではほとんど行われなくなっている。

 現存する喉子田は, 田植歌の歌詞9)や 音楽的構

造, 楽器の違いIo)などによって3～1]種 類に分類

されている。大きくは, 中国山地の東側に伝承さ

れる備後備中系の ものと, 西側に伝承される安芸

石見系のものに二分される。本研究では, 文献調

査や予備調査の結果か ら太鼓に舞踊的動作を多 く

含む安芸石見系の ものに対象を絞 り, 地元に根づ

いて伝承されており観光化されていないこと, 唯

子田の他にも稲作行事に関連 した芸能が伝承され

ていることなどを基準に, 地域を選定 した。その

結果, 現在で も田植時に水田の中で行われている
や動脆 ぐんおおあさちよう・しんじよう

・事例として広島県山県郡大朝町新庄に伝承 される

「新庄の唯子田」を, また, 田植時には行われな

くなり祭祀芸能と して行われている事例 として島
なかぐん錘ずみちよう 喚 の おおだに かみ巫まあげ

根県那賀郡三隅町井野め大谷 と上今騨の両集落に

伝承される 「三隅の田ばや し」を選定した。

2 二つの地域の離子田の概要

 (1) 「新庄の難子田」の場合

 新庄の唯子田が伝承されている広島県山県郡大

朝町新庄は, 島根県との県境の盆地にあり稲作を

中心に農林業を営む地域である。新庄の嘱子田は, 

昭和3年 頃結成された保存会によって伝承されて

いる。

 ここでは1987年5月17日 に広島県山県郡大朝町

大朝の水田で, 大朝町春祭りの一行事として行わ

れた新庄の唯子田の概要を述べる。唯子田は, ま

ず田の神を迎える 「さんばい降 し」の儀式に始ま

り, 次いで華やかに飾 られた牛にすきを引かせて

田を耕す 「代かき」が行われる(写 真1)。 「え

ぶ り」という道具を使って田を均 し田植の準備が

できると, 早 乙女と, 太鼓 ・小太鼓 ・笛 ・鐘 とい

った唯子方が道行でやって来る。実際の田植は早

乙女が行い, その後ろで嘘子方が楽器を演奏する
こし

(写真2)。 途中に 「腰」という中休みが入 ってホ

ウの葉に包んだ握飯を田の中で食べ, 再び田植を

行う。田植が終わると近くの小川で手足を洗い, 

唯子田は終了となる。

 (2)「三隅の田ばや し」の場合

 三隅の田ばや しが伝承されている島根県那賀郡

三隅町井野の大谷と上今明は, 山あいにある戸数

50戸足 らずの小 さな集落である。主に農林業を営

んでいる。 この地域の田ばやしは青年団によって

伝承されてきたが, 第二次世界大戦後中断し, 1975

年頃二つの集落でそれぞれ保存会が結成された。

1982年 の国民体育大会を契機に二つの保存会が合

併 して 「三隅の田ばやし保存会」になり, 現在に

至 っている。保存会結成前は新庄のように田植時

に水田で行われていたが, 現在では祭祀芸能とし

て神社で上演されている。

 ここでは1987年7月12日 に島根県那賀郡三隅町

井野の大谷八幡宮境内で行われた三隅の田ばや し
の概要を述べる。田ばや しの演者はまず集会所に

集合 し, 神社に向か って道行を行う。神社に到着

すると, 始めに拝殿に向かって 「神参 り」という

写真1 新庄の雛子田 「代かき」

写真2 新庄の嘘子田: さんばい, 早乙女, 太鼓
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演 目を行 う(写 真3)。 次に円形にな って, 円周
どう

上に太鼓, 円の中に拍子木 ・小太鼓。 ささら・胴
がしら

頭 が並び, 途中休憩を入れなが ら数曲の演目を行

う(写 真4)。 最後に 「びわ送 り」という演目を

演 じて終了となる。

3 二種の嘱子田の芸態分析

 唯子田の田唄の文学的11)・音楽的研究12)あるい

は唯子田の民俗学的研究13)の成果は, これまで報

告されてきている。 しか し, 嘘子田の身体表現に

関する客観的 ・実証的研究はほとんどみ られない。

本研究では, 唯子田の身体表現について, 特に舞

踊的動作を含む太鼓を中心に構造分析 と運動分析

を行 う。

 (1)全 体構成

 この項では全体構成を, 時間構成 ・空間構成 ・

人員構成に分けて, 1987年 の場合の新庄 と三隅と

の比較を行 う。

 まず時間構成は, 道行で入場 し, 一曲ごとに合

い間を入れなが ら上演するという構成上の共通点

が見出せる。両地域では 「代かき」の有無が異な

るものの, 神事, すなわち新庄の「さんばい降 し」

及び三隅の 「神参り」という神事に続いて唯子田

が行われている点も共通 している。

 芸能全体の所要時間は, 1987年 の場合, 新庄が

約1時 間40分, 三隅が約1時 間10分, 新庄の上演

回数は道行以外に8回 で4回 終了後に中休み(腰)

が1回 とられ, 三隅の上演は道行以外に6回 行わ

れて3回 終了後に中休みが1回 とられている。(図

3-1)

 このような時間配分は, 新庄では 「さんばい」, 

三隅では 「胴頭」が行 っている。 「さんばい」は

両手に 「ささら」を持ち, これを打って歌いなが

ら音頭を取る。さんばいの裁量によって曲数や一

曲の時間の延長 ・短縮がなされる14)。「胴頭」は

太鼓の リーダーで, 歌いつつ太鼓を打ちながら太

鼓のフレーズの反復回数を決め, まわりの太鼓に

合図を送 る役目をする。さんばいも胴頭 も一人だ

が, 胴頭の場合は曲ごとに交替する。

 次に空間構成をみると, 新庄の場合田の中に入

って列になり, さんばいと向かいあう形になって

いるのに対 し, 三隅は神社の境内で神参 り以外は

円になって行われ, 胴頭は円の内側に立つという

大きな違いがみ られる。

 新庄では, 図3-2Aの ようにまず牛の代かき

が始められ, 先頭の牛役の裁量で コ-ス が決め ら

れると他の牛はその後を列になって進む。 コース

は田全体がむ らなく耕されるように工夫 され, 代

かきの伝統的なコースとして 「鶴の巣 ごもり」な

ど名前のついたものも伝え られている。代かきの

後えぶりさしによって田の表面が整えられ, 図3
-2Bの ようにさんばい, 早乙女 ・太鼓 ・小太鼓

・笛 ・鐘 ・綱持 ・苗取が田の中に入り, 一段ずつ

田植を しては後方へ移動 していく。

 三隅では, 道行で境内に到着後, 図3-2Cの

ように, 社に向かって全員整列 し, 1曲 目の神参

りを上演する。2曲 目か らは図3-2Dの ように

円形になり, 外側の円周上に太鼓が内側を向いて

並び, その内側に小太鼓 ・拍子木 ・ささら・胴頭

が入る。

 さらに人員構成についてみると, 新庄は代かき

や苗取など田植に必要な役割があるため, 三隅よ

りも役割, 人数 ともに多い構成になっている。(図

3-3)

写真3 三隅の田ばや し 「神参 り」

写真4 三隅の田ばや し: 外側-太 鼓, 内側-胴

頭 ・ささら。小太鼓 ・拍子木
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図3全 体 構 成

図3-1 時間構成

A匿 庄・87(大 朝) さんばい降し

代 か き

唯子田の上演

BI三 隅'87(大 谷)

神 参 り

田ばや しの上演

図3-2 空間構成

新狂'87(大 朝) 於: 田んぼ 三璃・87(大 谷) 於: 境内

A

代かきの初期 三拝棚

B

難子田の上演 三拝棚

C

神参り

D

田ばやしの上演

図3-3 人員構成

A 新庄'87(大 朝)

*そ の他

B 三隅'87(大 谷)
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 (2)一 曲の構成

 本研究では, 歌 または太鼓の演奏の開始か ら

終了までの一連の時間を 「曲」と定義する。この

「曲」の長 さ, 歌および太鼓の構成を示 したもの

が図4で ある。

 両地域の曲の上演時間を比較すると, 最初の曲

の上演時間が短 く, 最後の曲が長いという共通点

をもつ。 また, 一曲の上演時間の平均を比較する

と, 新庄は3分, 三隅は6分 である。

(1) 歌の構成

 新庄の歌は,  「オロシ」→ 「親 歌 ・小 歌 」
→ 「オロシ」 という構成である。歌はすべてさん

ばいと早乙女 との掛 け合いで歌われる。太鼓等の

難子方は歌わない。歌詞はオロシが62種 類, 親歌
・小歌が52種 類伝承 されており15), その中からそ

の場にふさわしい歌をさんばいが任意に選んで歌

い出す方法がとられている。新庄の歌はテンポが
一定で, かけ声は入 っていないが, 三隅に比べて

旋律が複雑で音の高低 の変化に富んでいる。

 他方三隅の歌は,  「練利」→ 「大歌」→ 「引」

という構成である。練利は全員で歌い, 大歌 と引

は太鼓が 「親」, 小太鼓が 「子」として掛け合い

で歌 う・掛け合いという点では新庄 と共通してい

るが, 三隅では全員が歌 も歌い楽器 も演奏する。

歌詞は, 三隅の田ばやし保存会として12番伝承さ

れてお り16), 他に大谷 と上今明の両地域に各々異

なる歌詞がいくつか伝え られている。歌詞の選択

は, 始める前にあ らか じめ決めてお く方法がとら

れている。三隅の歌 は, 繰 り返 し歌われる大歌

の部分の旋律は単純で音の高低の変化が乏 しい

が, 一曲の中でテンポはゆっくりか ら急に速 く, 

やや速 くと変化す る。急にテ ンポが速 くなると

ころから 「ホー, ホイ, ホイ」 というダイナ ミッ
なか ぢようし

クなかけ声が入 り, 特に大歌の中の 「中の調手」

と呼ばれるテンポが最 も速いところは, 一曲のク

ライマ ックスとみることができる。

(2) 太鼓のフレーズの構成

 太鼓の構成は, 太鼓のフレーズを単位 としてと

らえ られる。ここでいう太鼓のフレーズとは, 地

元で名前を付けて伝承 している太鼓の リズムパタ
ーンあるいはそれに伴う叩き方の一連の動きのこ

とで, 本研究では以後この意味で用いる。

 新庄には, 図4に み られるように, 一つのフレ
ーズが長 く, 9種 類のフレーズが伝承されている。

図4 -曲 の構成(1) 曲の長さと歌の区分

A新 庄・87(大 朝) 1曲 目
上段歌 の構成
下段太鼓の構成

2曲 目

3曲 目

4曲 目

5曲 目

6曲 目

7曲目

8曲 目

太鼓のフレーズの記号の凡例

■塗の竺
■ 矯 釘口

他の太鼓のフ レーズ
については表の中に

言葉で示 した。

※1、2 最初と最後の曲は、親歌 ・小歌のかわりに、
 ゆり歌が歌われ、特別の太鼓が打たれる。

(三 隅・87(大 谷) 1曲 目
上段 歌 の 構二成
下段 曲のテ ンポ

2曲 目

3曲 目

4曲 目

5曲 目

6曲 目
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あい ぎよく ぼう う びよう

すなわち 「合め劇 「棒打 ち」 「そ く1「 みせ拍
し なげ う

手 」 「穫(1)1「 投(2(「 ね じ」 「むか し」 「打 ち

切 り」であり, 「そく」と 「みせ拍子」, 「投(1)」

と 「投(2)」, 「ねじ」と 「むか し」は各々対にな

って用いられる。歌と太鼓との関係は, たとえば

5曲 目の場合(図5), 歌の最初のオロシの時, 

太鼓のフレーズは 「合の曲」に続いて 「棒打ち」, 

次の親歌 ・小歌では 「合の曲」 と 「そく」, 最後
のオロシは 「みせ拍子」 となっている。 また, 最

初と最後の曲は, 「合の曲」 「棒打ち」と続いて

ゆり歌に合わせた特別な太鼓が打たれる。最後の

曲の後半には歌のない 「打ち切 り」が叩かれる。

図5 一 曲 の構成(2)

新庄'87(大 朝) 5曲 目

太 鼓 の フ レーズ太 鼓 の フ レーズ

「そく」 左面

右面

左手を示す 右手を示す
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 他方, 三隅の太鼓のフレーズは, 図6に 示 した

ように9種 類ある。三隅のフレーズの長 さは8拍

が基本で, 新庄に比べて短 い。9種 類のうち 「モ
ロウチ」 「ホーホイ」 「ミセウチ」 「キ リアゲ」

「カサノホーホイ」 「カヤ リウチ」 「ソクブチ」

「シンクロ」の8種 類は地元で実際に使用 されて

いる用語であるが, 「トメル」だけは地元での名

称がないため筆者が分析用に命名 した用語である。

このうち,  「ミセウチ」 「カサノホーホイ」 「ト

メル」の3種 類は胴頭だけが合図として使用する

フレーズである。たとえば胴頭の 「ミセウチ」は

次に 「キリアゲ」を打つという合図であり, 他の

太鼓に次のフレーズの順序が伝達されるしくみに

な っている。この胴頭の合図は絶対的な もので, 

たとえ胴頭が間違えて も胴頭の指示のとお りに演

奏 しなければな らない。

 三隅の太鼓のフレーズの構成の具体例として2

曲目の構成を示 したものが, 図7で ある。フレー

ズの構成の基本パターンは, 「モロウチ」→ 「ホ
ーホイ」→ 「カヤリウチ」→ 「ホーホイ」の順に

移行 している。他のフレーズはこれ らのフレーズ
の転換点近 くに組み込まれており, 次々と変化 し

ていく構造を もつことがわかる。

 以上の分析か ら, 太鼓のフレーズの種類は両地

域とも9種 類と同 じであるが, 新庄は一つのフレ
ーズ自体が長 くリズムが複雑だがフレーズの構成

は単純, 三隅はフレーズ自体が短 くリズムが単純

だがフレーズの構成は複雑である, という違いが

見出せた。

図6 太鼓の フレーズの記号

三隅'87(大 谷)

太鼓のフレーズの記号

伝承地で実際に使用されている用詔

・研究者(本 田 ・中野)が 分析用に命名した用語

左手を示す

右手を示す
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図7 -曲 の 構成(3)

三隅'87(大 谷) 2曲目

★ かけ声 「ホー ホイ ホイ」(親が歌う)が 入ることを示す。
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(3)太 鼓の動作分析

次に, 太鼓の動作分析の結果を報告する。図8, 

9は, 動作分析用に正面と右横から撮影 したVTR

を, ビデオプ リンター(三 菱CP-55)で3コ マ

ごと, すなわち1秒 間に10コマずっプ リントした

ものか ら, 人型を トレースしたものである。また

図8-3と9-3は, 運動域の範囲を示す と思わ

れるポーズを簡略化 して重ねたものである。

 これらの図か ら, 両者に共通 してみ られる動作

の特徴は, (1)下肢をくの字に曲げて重心を落とし

た姿勢が基本姿勢であること, (2)下肢 と太鼓を動

かさずに上半身を大きく動かすこと, (3)目線は機

の方を向くこと, があげられる。重心を落として

太鼓を動かさないようにして打つことが太鼓の技

術のポイントであり, 練習の目標にな っているこ

とは両地域での面接調査で も確認された。

 図8と9を 比較 してみると, 新庄の方が上半身

の左右の振 りが大 きく, 体幹部をひねって擾を大

図8 太鼓の動作分析- 「そく」の始めの部分 一

図8-1 運動の構成

新庄 [新庄'87(縮景園)】

太鼓

左面

右面

左手

右手

正面

図8-2
手先の軌跡と太鼓の
位置

図8-3
運動域の範囲を示す
ポーズの重ね図
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きく後方に回 しており, 運動域が大 きい。これ ら

の図は, 両者の中で太鼓を叩かない時間が長 く上

半身を比較的大きく動かす 「そ く」と 「モロウチ」

を示 したものであるが, それ以外のフレーズの分

析か らも, 新庄の方が三隅よ りも上半身の動作が

大きく, 体幹部のひねりや後方への反 りも大きい

ことが確認された。

 また, 新庄の太鼓には, 「ね じ」や 「むか し」

では撲を くるくると指先で回す, 「投」では擾を

投げあげる, という高度な技術を要するアクロバ

ティックな動作が入る。これは三隅にはみられな

い新庄特有の動作である。一方三隅の太鼓の動作

の特徴としては, 上半身を大きく動かさず, 首 と

肘を曲げ, 体の様々な部位で くの字をつくるとい

う点があげ られる。

 以上をまとめると, 両者の太鼓は基本姿勢は共

通 しているが, 新庄の方が上半身の運動が大きく

高度な技術を要する難易度の高い運動であるとい

える。

図9 太 鼓の動作分析 一 「モ ロウチ」 一

図9-1 運動の構成

三隅 [三隅'86(上今明)]

太鼓

左面

右面

左手

右手

正面

横

図9-2
手先の軌跡 と太鼓の
位置

図9-3
運動域の範囲を示す
ポーズの重ね図
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結論

本研究は, 中国山地の離子田を事例に, 芸態分

析から舞踊動作の特性と表現システムを明 らかに

し, その表現 システムを成立させるためのコミュ
ニケーション・システムを探ることを目的に, 論

を進めてきた。

 まず舞踊動作の特性については, 新庄 ・三隅と

もに, 太鼓の動作は下肢を くの字に曲げ重心を落

とした姿勢が基本姿勢であることが確認された。

この姿勢は水田で長時間安定 した作業をするのに

適 した姿勢とみられ, 田植0作 業動作の下肢の姿

勢と類似 している。また, 両地域の太鼓の動作の

共通点として, 下半身を動かさずにこの姿勢を保

持 し, 大きく上半身を振動させ ることが特徴 とし

て確認された。さらに相違点 として, 三隅より新

庄の方が上半身の振動動作が大きく, 体幹部のひ

ねりや後方への反 りも大きいことや, 新庄には高

度な技術を要するアクロバティックな動作が入る

こと, 三隅には首と肘を曲げ, 体の様々な部位で

くの字をつくる屈曲動作がみ られること, という

両地域の特徴を認めることができた。

 次に, 本研究では構造分析の結果か ら安芸石見

系離子田における異なった二つの表現 システムを

見出すことができた。新庄は, 全体を制御する役

(さ んばい)・ 歌う役(早 乙女)・ 楽器を演奏す

る役(唯 子方)と に分業が進み, それぞれ専門に

担当する歌や太鼓の技法が高度化 しており 「高度

な技で見せる芸能」, 一方の三隅は前述の三役が

分離されておらず, 歌や太鼓の技法そのものは高

度ではないが単純な要素が組み合わされた構造は

複雑で変化に富み 「構造のダイナ ミクスで見せ る

芸能」, と総括することができる。

 このような表現 システムの違いは, 芸能の中の

コ ミュニケーションの違いにも現われている。本

研究では, 特に 「さんばい」と 「胴頭」というリー

ダーの機能やコ ミュニケーションと表現 システム

との関係が明 らかにされた。

 新庄の リーダーであるさんばいの役割は, 数多

く伝承されている歌を選択す ること, 全体のテン

ポを決めること, 田植の作業能率を考えて一曲の

長 さを定めることである。数十種類の歌詞を覚え, 

田植の作業にも通 じていなければならず, 力量を

要する役目である。 しか し三隅に比べて新庄の離

子田の魅力は各個人の歌や太鼓の技術の高さにあ

るため, さんばい自身は演奏 も行 うが, む しろ各

個人を繋 ぐコンダクターとしての機能が重要であ

る。さんばいがオーケストラの指揮者のように早

乙女 ・唯子方 と向かいあわせになる空間構成がと

られているのは, そのためであると考え られる。

新庄の唯子田には, 個人 とさんばいとの間の強い
コ ミュニケーションがみられる点が特徴であると

いえよう。

 一方の三隅の リーダーである胴頭は, 全体のテ

ンポを決めること, フレーズの変わり目の合図を

出すことを主な役割としている。三隅の太鼓のフ

レーズの構成はたいへん複雑でテンポの変化にも

富んでいるため, 合図を送る胴頭の果たす役割は

重要である。胴頭は他の太鼓 と衣装 も動作もほと

んど変 らず, 外からは誰が リーダーなのかわか ら

ないほど目立たない存在である点が, さんばいと

大きく異なっている。また, この芸能を成立させ

るには全員が一体となってリズムに同調できるよ

う胴頭だけでなく全員の顔が見える必要があり, 

空間構成が円形になっている。三隅の田ばやしで

は, 胴頭を中心に置きなが ら一人一人が常に全体

とコミュニケー トしている点に特徴があるといえ

よう。以上のように本研究では, 芸能上演時にお

けるコミュニケーションとして二つのタイプを見

出すことができた。

 今後, 本研究で得られた結果をもとに, 水田で

の作業動作 と舞踊動作 との比較研究や, 同地域に

伝承されている他の芸能との比較研究, 芸能や舞

踊を媒介としたコミュニケーションの日常のコミ

ュニケーションに及ぼす影影などについて, 研究

を進めていきたいと考える。

 本研究を進めるにあたり, 多大な御協力をいた

だいた新庄郷土芸術保存会の皆様, 三隅の田ばや

し保存会の皆様, 御助言 ・御教示をいただいた田

唄研究家の久枝秀夫先生に, この場をかりて厚 く

御礼を申し上げます。

 なお, 本研究の一部は, 昭和62年度文部省科学

研究費奨励研究(A)『 稲作社会における舞踊表

現 』によるものである。
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